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はじめに

は
じ
め
に

那
覇
市
久
茂
地
在
の
『
も
ず
』
と
い
う
店
で
『
琉
球
ク
ラ
ブ
』
の
何
人
か
の
方
々
に
お
会
い
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
か
つ
て
Ｉ
Ｂ
Ｍ
沖
縄
事
業
所
（
部
）
に
勤
務
さ
れ
た
社
員
の
皆
さ
ん
が
結
成
さ
れ
た
沖

縄
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
集
い
に
来
沖
さ
れ
た
の
だ
。
今
回
お
会
い
で
き
た
の
は
、
上
村
さ
ん
、
小
野
さ
ん
、

土
田
さ
ん
、
仁
藤
さ
ん
、
水
田
さ
ん
、
山
本
さ
ん
夫
妻
で
あ
る
。
数
年
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
方
も
お
ら

れ
懐
か
し
い
昔
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
皆
さ
ん
ま
だ
ま
だ
現
役
で
若
々
し
い
と
い
う
印

象
だ
っ
た
。
お
互
い
に
良
く
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
た
。

こ
の
冊
子
は
万
が
一
話
題
に
窮
し
た
時
に
と
思
っ
て
作
成
し
た
の
だ
が
，
そ
の
必
要
も
あ
ま
り
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
は
が
き
類
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
貼
り
付
け
た
だ
け
な
の
だ
が
、

随
分
古
い
も
の
も
あ
り
、
ご
自
分
で
は
お
忘
れ
に
な
っ
た
こ
と
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
後
で
何

か
の
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
製
本
し
て
お
配
り
す
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。

取
り
急
ぎ
電
子
版
で
お
目
に
に
か
け
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

他
の
方
々
の
分
を
含
め
た
続
編
は
、
次
回
ま
で
の
お
楽
し
み
と
い
う
こ
と
に
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

木
場

薫
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上村さんのこと

上
村
さ
ん
の
こ
と

上
村
さ
ん
と
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
彼
の
沖
縄
赴
任
時
だ
っ
た
は
ず
で
す
か
ら
職
場
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
よ
り
も
国
場
ビ
ル
の
後
ろ
に
あ
っ
た
『
木
馬
』
と
い
う
お
店
で
の
こ
と
の
方

を
よ
り
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
、
琉
球
銀
行
の
祈
さ
ん
と
と
も
に
歓
迎
会
を
や
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
そ
の
席
で
、
彼
は
北
海
道
大
学
の
ご
出
身
だ
と
い
う
こ
と
で
、
彼
の
地
の
『
い
よ
ま
ん
て

の
夜
』
を
熱
唱
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
宴
席
で
は
い
つ
も
彼
の
十
八
番
？
の
こ
の
歌
を
リ
ク
エ
ス

ト
し
、
そ
れ
に
彼
が
こ
た
え
て
く
れ
た
事
を
楽
し
く
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

何
と
な
く
『
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
』
の
よ
う
な
風
貌
だ
っ
た
せ
い
か
琉
球
銀
行
の
人
達
の
間
で
も
と
て

も
親
し
ま
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
話
し
な
が
ら
指
を
よ
く
鳴
ら
し
て
い
た
し
ぐ
さ
や
、
急
い

で
話
す
と
き
に
は
少
し
ど
も
っ
た
よ
う
な
独
特
の
野
太
い
声
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

何
と
言
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
本
番
中
に
電
算
セ
ン
タ
ー
内
の
オ

ー
ル
マ
イ
テ
ィ
端
末
か
ら
テ
ス
ト
の
つ
も
り
で
、
預
金
を
引
き
出
し
て
し
ま
っ
て
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
事

で
す
。
元
帳
は
更
新
さ
れ
て
現
金
は
な
い
の
で
す
か
ら
・
・
・
『
豪
傑
だ
、
大
物
に
な
る
な
』
っ
て
評

判
で
し
た
。
も
う
還
暦
に
な
ら
れ
て
一
線
を
ひ
か
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
・
・
（
了
）
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上村さんのこと １９８５年元旦 （昭和六十年）

１
９
８
５
年
元
旦

（
昭
和
六
十
年
）
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上村さんのこと １９８６年元旦 （昭和六十一年）

１
９
８
６
年
元
旦

（
昭
和
六
十
一
年
）
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上村さんのこと １９８６年十二月 転勤 (昭和六十一年）

１
９
８
６
年
十
二
月

転
勤

(

昭
和
六
十
一
年
）
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上村さんのこと １９８７年元旦 （昭和六十二年）

１
９
８
７
年
元
旦

（
昭
和
六
十
二
年
）



- 8 -

上村さんのこと １９８８年元旦 (昭和六十三年）

１
９
８
８
年
元
旦

(

昭
和
六
十
三
年
）
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上村さんのこと １９８９年元旦 （昭和六十四年）

１
９
８
９
年
元
旦

（
昭
和
六
十
四
年
）
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上村さんのこと １９９０年元旦 (平成二年）

１
９
９
０
年
元
旦

(

平
成
二
年
）
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上村さんのこと １９９１年元旦 （平成三年）

１
９
９
１
年
元
旦

（
平
成
三
年
）
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上村さんのこと １９９２年元旦 （平成四年）

１
９
９
２
年
元
旦

（
平
成
四
年
）
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上村さんのこと １９９３年元旦 （平成五年）

１
９
９
３
年
元
旦

（
平
成
五
年
）
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上村さんのこと １９９４年元旦 （平成六年）

１
９
９
４
年
元
旦

（
平
成
六
年
）
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上村さんのこと １９９４年４月 転勤 （平成六年）

１
９
９
４
年
４
月

転
勤

（
平
成
六
年
）
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上村さんのこと １９９５年元旦 (平成七年）

１
９
９
５
年
元
旦

(

平
成
七
年
）
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上村さんのこと １９９６年元旦 （平成八年）

１
９
９
６
年
元
旦

（
平
成
八
年
）
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上村さんのこと １９９７年元旦 （平成九年）

１
９
９
７
年
元
旦

（
平
成
九
年
）
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上村さんのこと １９９７年４月 転居 （平成九年）

１
９
９
７
年
４
月

転
居

（
平
成
九
年
）
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上村さんのこと １９９８年元旦 (平成十年）

１
９
９
８
年
元
旦

(

平
成
十
年
）
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上村さんのこと １９９８年１２月 喪中 （平成十年）

１
９
９
８
年
１
２
月

喪
中

（
平
成
十
年
）
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上村さんのこと ２０００年元旦 (平成十二年）

２
０
０
０
年
元
旦

(

平
成
十
二
年
）
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上村さんのこと ２００１年元旦 （平成十三年）

２
０
０
１
年
元
旦

（
平
成
十
三
年
）
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上村さんのこと ２００１年８月 転居 （平成十三年）

２
０
０
１
年
８
月

転
居

（
平
成
十
三
年
）
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上村さんのこと ２００２年元旦 （平成十四年）

２
０
０
２
年
元
旦

（
平
成
十
四
年
）
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上村さんのこと ２００４年元旦 （平成十六年）

２
０
０
４
年
元
旦

（
平
成
十
六
年
）
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上村さんのこと ２０１４年元旦 （平成二十六年）

２
０
１
４
年
元
旦

（
平
成
二
十
六
年
）
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小野さんのこと

小
野
さ
ん
の
こ
と

小
野
さ
ん
は
当
初
『
ど
ら
え
も
ん
の
の
び
太
君
』
に
似
た
お
っ
と
り
し
た
よ
う
な
風
貌
で
私
た
ち
の

前
に
現
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
な
る
と
い
か
に
も
理
系
出
身
と
い
う
雰
囲
気
で
、
と

て
も
論
理
的
な
（
理
屈
っ
ぽ
い
？
）
お
話
を
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
は
手
ご
わ
そ
う

だ
ぞ
と
感
じ
た
も
の
で
す
。
新
端
末
開
発
担
当
Ｓ
Ｅ
と
い
う
事
で
し
た
が
、
全
く
の
素
人
だ
っ
た
銀
行

側
担
当
者
を
育
成
し
な
が
ら
し
っ
か
り
し
た
開
発
を
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
担
当
者
が
今
で
も
活

躍
中
な
の
は
、
彼
の
お
か
げ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
縄
の
方
と
結
婚
さ
れ
た
時
に
は
パ
レ
ス
オ
ン
ザ
ヒ
ル
と
い
う
当
地
で
は
一
流
の
ホ
テ
ル
で
披
露
宴

を
開
か
れ
ま
し
た
。
仲
人
は
中
村
一
穂
さ
ん
ご
夫
妻
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
を

さ
れ
た
の
は
妹
さ
ん
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
披
露
宴
の
あ
の
す
さ
ま
じ
い
余
興
と

は
違
っ
て
上
品
で
さ
わ
や
か
な
感
じ
で
し
た
。
奥
さ
ん
は
モ
デ
ル
の
様
な
す
ら
り
と
し
た
方
で
し
た
。

地
元
で
は
ま
た
、
『
ヤ
マ
ト
婿
が
ひ
と
り
増
え
た
』
と
う
わ
さ
し
た
も
の
で
す
。
『
お
つ
き
あ
い
し
て

い
た
頃
は
ま
ん
が
喫
茶
で
二
人
で
向
き
合
っ
て
漫
画
に
夢
中
だ
っ
た
』
と
お
聞
き
ま
し
た
が
、
彼
ら
し

い
オ
タ
ク
的
な
一
面
で
も
あ
り
、
そ
の
頃
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
代
表
の
よ
う
な
あ
り
よ
う
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
員
の
方
は
大
抵
歌
が
お
上
手
な
の
で
す
が
、
彼
は
演
歌
な
ど
で
は
な
く
ポ
ッ
プ
ス
系
の
し
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小野さんのこと

か
も
声
量
の
い
る
音
程
の
難
し
い
曲
を
絶
唱
ス
タ
イ
ル
で
歌
い
上
げ
る
タ
イ
プ
で
し
た
。
や
は
り
凝
り

性
と
い
う
か
本
格
派
を
好
ん
で
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
松
山
の
『
珠
華
夢
』
と
い
う
ス

ナ
ッ
ク
や
、
安
里
の
『
イ
ン
タ
リ
ュ
ー
ド
』
、
久
茂
地
の
『
カ
ム
ズ
ハ
ウ
ス
』
と
い
う
ジ
ャ
ズ
喫
茶
な

ど
で
い
つ
も
遅
く
ま
で
一
緒
に
い
た
頃
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

福
岡
で
再
会
し
た
時
は
、
頭
が
白
く
な
っ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、
の
び
た
君
も
大
人
に
な
る
と
こ

う
な
る
ん
だ
・
・
・
な
ど
と
想
像
し
て
、
失
礼
な
話
で
す
が
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
沖
縄
で
仕
事

を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
ま
だ
現
役
で
活
躍
中
と
は
さ
す
が
で
す
。
（
了
）
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小野さんのこと １９８７年元旦 (昭和六十二年）

１
９
８
７
年
元
旦

(

昭
和
六
十
二
年
）
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小野さんのこと １９８８年元旦 （昭和六十三年）

１
９
８
８
年
元
旦

（
昭
和
六
十
三
年
）
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小野さんのこと １９８９年元旦 (昭和六十四年）

１
９
８
９
年
元
旦

(

昭
和
六
十
四
年
）



- 33 -

小野さんのこと １９９１年元旦 （平成三年）

１
９
９
１
年
元
旦

（
平
成
三
年
）



- 34 -

小野さんのこと １９９２年元旦 （平成四年）

１
９
９
２
年
元
旦

（
平
成
四
年
）
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小野さんのこと １９９２年３月 転勤 (平成四年）

１
９
９
２
年
３
月

転
勤

(

平
成
四
年
）
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小野さんのこと １９９３年元旦 (平成五年）

１
９
９
３
年
元
旦

(

平
成
五
年
）
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小野さんのこと １９９４年元旦 (平成六年）

１
９
９
４
年
元
旦

(

平
成
六
年
）
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小野さんのこと １９９５年元旦 (平成七年）

１
９
９
５
年
元
旦

(

平
成
七
年
）
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小野さんのこと １９９６年元旦 （平成八年）

１
９
９
６
年
元
旦

（
平
成
八
年
）
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小野さんのこと １９９７年元旦 （平成九年）

１
９
９
７
年
元
旦

（
平
成
九
年
）
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小野さんのこと １９９８年元旦 (平成十年）

１
９
９
８
年
元
旦

(

平
成
十
年
）
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小野さんのこと １９９８年１１月 転勤 （平成十年）

１
９
９
８
年
１
１
月

転
勤

（
平
成
十
年
）
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小野さんのこと １９９９年元旦 （平成十一年）

１
９
９
９
年
元
旦

（
平
成
十
一
年
）
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小野さんのこと ２００１年元旦 （平成十三年）

２
０
０
１
年
元
旦

（
平
成
十
三
年
）
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小野さんのこと ２０１２年元旦 (平成二十四年）

２
０
１
２
年
元
旦

(

平
成
二
十
四
年
）
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小野さんのこと ２０１３年元旦 （平成二十五年）

２
０
１
３
年
元
旦

（
平
成
二
十
五
年
）
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小野さんのこと ２０１４年元旦 （平成二十六年）

２
０
１
４
年
元
旦

（
平
成
二
十
六
年
）
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土田さんのこと

土
田
さ
ん
の
こ
と

土
田
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
松
山
の
琉
石
通
り
に
あ
っ
た
『
夏
子
』
と
い
う
店
だ
っ
た
。

ま
だ
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
方
と
も
知
ら
ず
何
と
な
く
議
論
を
し
た
よ
う
な
覚
え
が
あ
る
。
都
銀
担
当
か
ら
沖
縄
へ

赴
任
し
て
来
ら
れ
た
日
だ
と
思
う
。
私
も
生
意
気
盛
り
の
こ
ろ
だ
が
、
都
銀
の
シ
ス
テ
ム
と
地
銀
の
シ

ス
テ
ム
は
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
云
々
だ
っ
た
と
思
う
。
俳
優
の
篠
田
三
郎
に
よ
く
似
て
い
る
な

と
感
じ
て
二
枚
目
の
都
会
人
を
や
っ
つ
け
て
や
り
た
い
と
い
う
衝
動
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
は
、
大
晦
日
に
琉
球
銀
行
本
店
営
業
部
の
ロ
ビ
ー
で
倒
れ
ら
れ
た
こ
と
だ
。
確

か
沖
縄
営
業
所
長
に
決
ま
っ
た
日
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
た
ま
た
ま
琉
球
銀
行
シ
ス
テ
ム
部
の
神

里
さ
ん
が
居
合
わ
せ
て
直
に
救
急
で
運
ば
れ
た
が
意
識
不
明
の
状
態
が
続
き
、
そ
の
ま
ま
沖
縄
営
業
所

へ
は
も
ど
ら
れ
ず
に
沖
縄
を
去
ら
れ
た
と
思
う
。
療
養
中
の
長
野
・
鹿
教
湯
温
泉
に
お
見
舞
い
に
行
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
お
見
舞
い
は
そ
の
時
限
り
で
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後

箱
崎
で
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
随
分
回
復
さ
れ
て
職
場
復
帰
さ
れ
た
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
お
ら

れ
た
。

沖
縄
を
忘
れ
ず
に
再
訪
い
た
だ
け
る
の
は
、
地
元
と
し
て
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
（
了
）



- 49 -

土田さんのこと １９９７年元旦 （平成九年）

１
９
９
７
年
元
旦

（
平
成
九
年
）



- 50 -

仁藤さんのこと

仁
藤
さ
ん
の
こ
と

昭
和
五
十
七
年
頃
、
『
電
電
公
社
の
公
衆
回
線
開
放
』
と
い
う
い
わ
ゆ
る
銀
行
の
フ
ァ
ー
ム
バ
ン
キ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
赴
任
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

仕
事
上
で
ご
一
緒
す
る
う
ち
に
随
分
親
し
く
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
お
住
ま
い
の
マ
ン
シ
ョ

ン
を
訪
問
し
た
り
し
た
。
彼
は
私
よ
り
二
歳
年
上
で
私
に
と
っ
て
は
い
い
兄
貴
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
、
奥
様
が
東
京
出
身
で
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
元
Ｓ
Ｅ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
長
女

同
士
が
同
じ
歳
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
が
始
っ
た
よ
う

に
思
う
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
沖
縄
を
離
れ
ら
れ
た
後
も
お
付
き
合
い
い
た
だ
い
て
い
る
。

か
な
り
昔
の
話
で
は
あ
る
が
、
懐
か
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

銀
行
の
部
内
運
動
会
で
の
こ
と
、
９
０
メ
ー
ト
ル
走
で
む
き
に
な
っ
て
競
っ
た
事
が
あ
る
。
私
の
負

け
だ
っ
た
が
、
「
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
だ
っ
た
ら
負
け
な
い
の
に
」
な
ど
と
悔
し
紛
れ
を
言
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。
お
互
い
体
育
会
系
気
質
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
あ
の
頃
の
シ
ス
テ
ム
部
門
は
若
い
社
員

が
多
く
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
っ
た
。
社
員
同
士
、
家
族
ぐ
る
み
で
も
良
く
遊
ん
だ
。

仕
事
も
体
力
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
お
互
い
昼
夜
を
問
わ
ず
無
茶
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
平
気
で
こ
な
し

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
午
後
十
時
過
ぎ
頃
ま
で
事
務
所
に
い
て
そ
れ
か
ら
雀
荘
で
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
し
て

帰
る
の
が
日
課
の
よ
う
な
日
々
だ
っ
た
と
思
う
。
ご
一
緒
に
福
岡
に
出
張
し
た
こ
と
も
何
度
か
あ
っ
た
。



- 51 -

仁藤さんのこと

電
電
公
社
関
連
の
説
明
会
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
な
い
。
た
だ
、
『
イ
カ
の

活
き
造
り
』
の
店
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
随
分
後
の
話
だ
が
、
銀

行
を
や
め
て
福
岡
で
仕
事
を
し
て
い
た
時
に
そ
の
店
を
訪
ね
あ
て
た
。
『
八
千
代
丸
』
と
い
う
店
だ
。

本
当
に
イ
カ
の
活
き
造
り
が
安
く
味
わ
え
る
い
い
店
で
幾
度
か
通
っ
た
も
の
だ
。

彼
は
、
お
酒
は
余
り
強
く
な
い
が
、
好
奇
心
は
旺
盛
、
流
行
も
の
好
き
で
大
胆
だ
っ
た
。
忘
れ
ら
れ

な
い
出
来
事
が
あ
る
。
ま
だ
陽
射
し
が
明
る
い
内
か
ら
『
ノ
ー
パ
ン
喫
茶
』
な
る
と
こ
ろ
へ
、
堂
々
と

つ
れ
だ
っ
て
出
か
け
た
事
だ
。
当
時
行
き
た
く
て
も
尻
込
み
し
て
し
ま
う
私
を
『
情
報
業
に
た
ず
さ
わ

る
者
と
し
て
世
の
中
の
流
れ
に
敏
感
で
な
け
れ
ば
・
・
』
云
々
と
理
屈
付
け
ま
で
し
て
く
れ
て
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
大
阪
の
女
子
大
生
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
に
フ
ツ
ウ
に
対
話
し
て
い
る
彼

は
さ
す
が
だ
な
と
妙
に
感
心
し
た
も
の
だ
。
（
こ
の
店
は
全
国
的
に
も
早
か
っ
た
方
だ
が
、
さ
す
が
に

那
覇
の
国
際
通
り
に
面
し
た
場
所
に
あ
っ
た
せ
い
か
あ
ま
り
流
行
ら
ず
じ
き
に
無
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
）そ

の
頃
、
流
行
の
血
液
型
占
い
の
本
を
持
っ
て
『
仁
藤
さ
ん
と
木
場
さ
ん
と
は
全
く
合
い
ま
せ
ん
よ
。

仕
事
を
一
緒
に
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
』
と
真
顔
で
忠
告
？
に
こ
ら
れ
た
方
が

い
た
。
当
時
は
そ
う
か
な
？
と
思
い
迷
ん
だ
り
し
た
が
、
現
在
ま
で
長
く
お
つ
き
あ
い
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
る
と
仕
事
上
は
と
も
か
く
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
血
液
型
占
い
は
は
ず
れ
た
ら
し
い
。

（
了
）



- 52 -

仁藤さんのこと １９８３年元旦 （昭和五十八年）

１
９
８
３
年
元
旦

（
昭
和
五
十
八
年
）



- 53 -

仁藤さんのこと １９８５年元旦 （昭和六十年）

１
９
８
５
年
元
旦

（
昭
和
六
十
年
）



- 54 -

仁藤さんのこと １９８７年元旦 （昭和六十二年）

１
９
８
７
年
元
旦

（
昭
和
六
十
二
年
）



- 55 -

仁藤さんのこと １９８８年元旦 （昭和六十三年）

１
９
８
８
年
元
旦

（
昭
和
六
十
三
年
）



- 56 -

仁藤さんのこと １９８９年元旦 (昭和六十四年)

１
９
８
９
年
元
旦

(

昭
和
六
十
四
年)



- 57 -

仁藤さんのこと １９９０年元旦 （平成二年）

１
９
９
０
年
元
旦

（
平
成
二
年
）



- 58 -

仁藤さんのこと １９９０年３月１７日 ＮＹ （平成二年）

１
９
９
０
年
３
月
１
７
日

Ｎ
Ｙ

（
平
成
二
年
）



- 59 -

仁藤さんのこと １９９１年元旦 （平成三年）

１
９
９
１
年
元
旦

（
平
成
三
年
）



- 60 -

仁藤さんのこと １９９１年７月１７日 （平成三年）

１
９
９
１
年
７
月
１
７
日

（
平
成
三
年
）



- 61 -

仁藤さんのこと １９９１年１２月 喪中 （平成三年）

１
９
９
１
年
１
２
月

喪
中

（
平
成
三
年
）



- 62 -

仁藤さんのこと １９９２年５月２０日 （平成四年）

１
９
９
２
年
５
月
２
０
日

（
平
成
四
年
）



- 63 -

仁藤さんのこと １９９２年８月１日 暑中見舞い (平成四年）

１
９
９
２
年
８
月
１
日

暑
中
見
舞
い

(

平
成
四
年
）



- 64 -

仁藤さんのこと １９９３年元旦 （平成五年）

１
９
９
３
年
元
旦

（
平
成
五
年
）



- 65 -

仁藤さんのこと １９９３年８月８日 暑中見舞い （平成五年）

１
９
９
３
年
８
月
８
日

暑
中
見
舞
い

（
平
成
五
年
）



- 66 -

仁藤さんのこと １９９４年元旦 (平成六年)

１
９
９
４
年
元
旦

(

平
成
六
年)



- 67 -

仁藤さんのこと １９９５年正月 （平成七年）

１
９
９
５
年
正
月

（
平
成
七
年
）



- 68 -

仁藤さんのこと １９９５年９月 スミ子快気祝 (平成七年)

１
９
９
５
年
９
月

ス
ミ
子
快
気
祝

(

平
成
七
年)



- 69 -

仁藤さんのこと １９９６年元旦 （平成八年）

１
９
９
６
年
元
旦

（
平
成
八
年
）



- 70 -

仁藤さんのこと １９９６年６月２６日 祝電 (平成八年)

１
９
９
６
年
６
月
２
６
日

祝
電

(

平
成
八
年)



- 71 -

仁藤さんのこと １９９７年元旦 (平成九年)

１
９
９
７
年
元
旦

(

平
成
九
年)



- 72 -

仁藤さんのこと １９９７年８月１５日 残暑見舞い (平成九年）

１
９
９
７
年
８
月
１
５
日

残
暑
見
舞
い

(

平
成
九
年
）



- 73 -

仁藤さんのこと １９９８年元旦 （平成十年）

１
９
９
８
年
元
旦

（
平
成
十
年
）



- 74 -

仁藤さんのこと １９９９年元旦 （平成十一年）

１
９
９
９
年
元
旦

（
平
成
十
一
年
）



- 75 -

仁藤さんのこと １９９９年 サンディエゴ （平成十一年）

１
９
９
９
年

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ

（
平
成
十
一
年
）



- 76 -

仁藤さんのこと ２００１年元旦 （平成十三年）

２
０
０
１
年
元
旦

（
平
成
十
三
年
）



- 77 -

仁藤さんのこと ２００１年元旦 (平成十三年）

２
０
０
１
年
元
旦

(

平
成
十
三
年
）



- 78 -

仁藤さんのこと ２００２年元旦 （平成十四年）

２
０
０
２
年
元
旦

（
平
成
十
四
年
）



- 79 -

仁藤さんのこと ２００３年元旦 （平成十五年）

２
０
０
３
年
元
旦

（
平
成
十
五
年
）



- 80 -

仁藤さんのこと ２００４年元旦 （平成十六年）

２
０
０
４
年
元
旦

（
平
成
十
六
年
）



- 81 -

仁藤さんのこと ２００５年元旦 （平成十七年）

２
０
０
５
年
元
旦

（
平
成
十
七
年
）



- 82 -

仁藤さんのこと ２００６年元旦 （平成十八年）

２
０
０
６
年
元
旦

（
平
成
十
八
年
）



- 83 -

仁藤さんのこと ２００６年２月 （平成十八年）

２
０
０
６
年
２
月

（
平
成
十
八
年
）



- 84 -

仁藤さんのこと ２００６年１１月 喪中 (平成十八年)

２
０
０
６
年
１
１
月

喪
中

(

平
成
十
八
年)



- 85 -

仁藤さんのこと ２００７年８月１５日 軽井沢 （平成十九年）

２
０
０
７
年
８
月
１
５
日

軽
井
沢

（
平
成
十
九
年
）



- 86 -

仁藤さんのこと ２００８年元旦 （平成二十年）

２
０
０
８
年
元
旦

（
平
成
二
十
年
）



- 87 -

仁藤さんのこと ２００９年元旦 （平成二十一年）

２
０
０
９
年
元
旦

（
平
成
二
十
一
年
）



- 88 -

仁藤さんのこと ２００９年１１月 喪中 （平成二十一年）

２
０
０
９
年
１
１
月

喪
中

（
平
成
二
十
一
年
）



- 89 -

仁藤さんのこと ２０１１年元旦 （平成二十三年）

２
０
１
１
年
元
旦

（
平
成
二
十
三
年
）



- 90 -

仁藤さんのこと ２０１２年元旦 （平成二十四年）

２
０
１
２
年
元
旦

（
平
成
二
十
四
年
）



- 91 -

仁藤さんのこと ２０１３年元旦 （平成二十五年）

２
０
１
３
年
元
旦

（
平
成
二
十
五
年
）



- 92 -

仁藤さんのこと ２０１４年元旦 （平成二十六年）

２
０
１
４
年
元
旦

（
平
成
二
十
六
年
）



- 93 -

水田さんのこと

水
田
さ
ん
の
こ
と

水
田
さ
ん
と
は
直
接
お
仕
事
を
一
緒
に
し
た
と
い
う
記
憶
が
あ
ま
り
な
い
。
随
分
昔
の
事
で
忘
れ
て

し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
情
報
系
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
当

時
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
勘
定
系
が
主
体
だ
っ
た
が
、
私
自
身
は
情
報
系
に
関
心
が
あ
っ
た
の
で
、
よ
く

お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

１
９
８
９
年
に
い
た
だ
い
た
年
賀
状
に
よ
る
と
第
三
次
オ
ン
ラ
イ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

っ
た
頃
に
転
勤
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
丁
度
私
が
長
野
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
た
こ

ろ
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

テ
ニ
ス
を
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
か
な
り
の
腕
前
だ
っ
た
と
思
う
。
姉
も

私
も
学
生
時
代
テ
ニ
ス
を
し
て
い
た
の
で
、
共
通
の
話
題
で
何
度
か
お
話
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
牧
港
に
あ
っ
た
沖
縄
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
も
お
会
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

記
憶
が
定
か
で
な
い
が
、
と
に
か
く
相
当
期
間
お
目
に
か
か
っ
て
お
ら
ず
ご
無
沙
汰
し
た
ま
ま
だ
。

お
会
い
し
た
時
に
い
ろ
い
ろ
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば
と
思
う
。
（
了
）



- 94 -

水田さんのこと １９８９年元旦 （昭和六十四年）

１
９
８
９
年
元
旦

（
昭
和
六
十
四
年
）



- 95 -

山本さんのこと

山
本
さ
ん
の
こ
と

二
度
の
沖
縄
勤
務
を
経
験
し
た
山
本
さ
ん
、
公
私
共
に
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
あ
る
。

ま
ず
は
ご
家
族
の
こ
と
。
彼
の
新
婚
当
初
、
松
山
の
沖
商
マ
ン
シ
ョ
ン
に
数
人
の
酔
っ
払
い
で
押
し

か
け
て
若
い
奥
さ
ん
を
困
ら
せ
よ
う
と
た
く
ら
ん
だ
の
だ
が
、
何
と
な
く
落
着
い
た
仕
草
で
対
応
し
て

く
れ
て
一
同
が
っ
か
り
？
だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
旦
那
さ
ん
が
営
業
職
な
だ
け
に
遅
い
時
間
で

も
酔
客
で
も
平
気
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？
今
で
も
や
り
た
い
放
題
？
の
旦
那
さ
ん
に
黙
っ
て
つ
い
て
行

っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
。
う
ら
や
ま
し
い
。
長
男
同
士
は
同
じ
昭
和
六
十
年
十
月
生
ま
れ
、
日
も
近
い

ら
し
い
。
山
本
家
は
初
め
て
授
か
っ
た
子
、
当
方
は
娘
二
人
の
後
六
年
も
待
っ
て
や
っ
と
授
か
っ
た
男

の
子
だ
っ
た
。
今
で
は
親
よ
り
体
躯
も
大
き
く
な
っ
た
我
が
家
の
長
男
は
ま
だ
嫁
を
も
ら
わ
な
い
が
あ

ち
ら
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
か
が
女
の
だ
っ
た
ら
・
・
・
な
ど
と
愚
に
も
つ
か
な
い
事
を
思
っ
た
り

す
る
。
彼
等
が
小
学
生
の
頃
、
沖
縄
北
部
の
乙
羽
岳
に
何
組
か
の
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
た
事
が

あ
っ
た
。
お
互
い
子
供
達
が
幼
か
っ
た
頃
は
、
家
族
サ
ー
ビ
ス
と
称
し
て
あ
ち
こ
ち
外
で
遊
べ
た
の
だ

が
、
も
う
懐
か
し
い
想
い
出
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

次
は
職
場
で
の
こ
と
。
仕
事
上
は
Ｓ
Ｅ
さ
ん
と
一
緒
の
方
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
口
実
を

見
つ
け
て
は
彼
を
夜
の
仕
事
に
誘
い
出
し
た
も
の
だ
。
い
や
な
顔
一
つ
見
せ
ず
、
う
ま
い
歌
を
聞
か
せ

て
も
ら
い
な
が
ら
贅
沢
に
飲
み
食
い
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
私
が
銀
行
の
第
三
次
オ
ン
ラ
イ
ン
開
発
の
た
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山本さんのこと

め
琉
銀
の
行
員
数
名
と
長
野
市
に
い
た
頃
、
慰
労
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
て
来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ま
だ
新
幹
線
な
ど
な
い
時
代
で
、
さ
び
し
い
単
身
生
活
者
に
と
っ
て
は
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。
彼

の
見
送
り
を
兼
ね
て
何
人
か
で
連
れ
立
っ
て
木
曽
へ
小
旅
行
に
で
か
け
た
が
、
乗
っ
て
い
た
特
急
が
ト

ン
ネ
ル
内
で
車
内
火
災
を
起
こ
し
、
あ
や
う
く
大
事
に
な
り
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
時
間
の
ロ
ス
が

大
き
く
馬
籠
・
妻
籠
の
宿
場
見
学
は
ろ
く
に
で
き
な
い
さ
ん
ざ
ん
な
小
旅
行
に
な
っ
た
が
、
彼
を
無
事

中
津
川
ま
で
見
送
る
事
は
で
き
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。
そ
の
後
、
私
が
シ
ス
テ
ム
部
門

を
離
れ
支
店
勤
務
に
な
っ
た
頃
も
、
『
那
覇
会
』
と
い
う
顧
客
の
ゴ
ル
フ
イ
ベ
ン
ト
で
宮
古
島
ま
で
ご

一
緒
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
融
資
担
当
行
員
の
パ
ソ
コ
ン
購
入
の
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。

さ
ら
に
私
が
銀
行
を
退
職
後
、
福
岡
に
単
身
赴
任
し
て
い
た
時
に
も
奥
様
と
ご
一
緒
に
お
み
え
に
な

り
、
『
博
多
・
春
駒
』
（
て
ら
お
か
）
で
超
贅
沢
な
食
事
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
と
に
か
く
気
配
り

の
上
手
な
方
だ
。
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
の
夜
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
ご
自
身
で
ギ
タ
ー
の
弾
き

語
り
を
さ
れ
た
時
に
は
び
っ
く
り
し
た
。
そ
う
い
え
ば
ず
っ
と
以
前
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
内
の
催
し
で
『
芭
蕉

布
』
を
歌
わ
れ
、
こ
の
歌
を
全
国
区
？
に
し
た
の
も
彼
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
『
と
う

と
う
芸
能
界
入
り
か
』
と
期
待
し
た
。
ぜ
ひ
実
現
し
て
欲
し
い
も
の
だ
。

一
方
で
は
『
琉
球
ク
ラ
ブ
』
を
主
催
さ
れ
、
沖
縄
勤
務
を
経
験
し
た
多
く
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
員
と
沖
縄
を

結
ぶ
架
け
橋
の
役
目
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
。
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。
（
了
）
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山本さんのこと １９８５年元旦 （昭和六十年）

１
９
８
５
年
元
旦

（
昭
和
六
十
年
）
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山本さんのこと １９８６年元旦 （昭和六十一年）

１
９
８
６
年
元
旦

（
昭
和
六
十
一
年
）
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山本さんのこと １９８７年元旦 （昭和六十二年）

１
９
８
７
年
元
旦

（
昭
和
六
十
二
年
）
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山本さんのこと １９８８年元旦 （昭和六十三年）

１
９
８
８
年
元
旦

（
昭
和
六
十
三
年
）
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山本さんのこと １９８８年７月 転居・東京 （昭和六十三年七月）

１
９
８
８
年
７
月

転
居
・
東
京

（
昭
和
六
十
三
年
七
月
）



- 102 -

山本さんのこと １９８９年元旦 （昭和六十四年）

１
９
８
９
年
元
旦

（
昭
和
六
十
四
年
）
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山本さんのこと １９８９年８月 （平成一年） 残暑見舞い

１
９
８
９
年
８
月

（
平
成
一
年
）

残
暑
見
舞
い
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山本さんのこと １９９０年元旦 （平成二年）

１
９
９
０
年
元
旦

（
平
成
二
年
）
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山本さんのこと １９９１年元旦 （平成三年）

１
９
９
１
年
元
旦

（
平
成
三
年
）
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山本さんのこと １９９２年元旦 （平成四年）

１
９
９
２
年
元
旦

（
平
成
四
年
）
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山本さんのこと １９９２年１２月 喪中 （平成四年）

１
９
９
２
年
１
２
月

喪
中

（
平
成
四
年
）



- 108 -

山本さんのこと １９９３年８月 （平成五年）

１
９
９
３
年
８
月

（
平
成
五
年
）



- 109 -

山本さんのこと １９９４年元旦 （平成六年）

１
９
９
４
年
元
旦

（
平
成
六
年
）



- 110 -

山本さんのこと １９９５年元旦 （平成七年）

１
９
９
５
年
元
旦

（
平
成
七
年
）
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山本さんのこと １９９５年４月 転居・沖縄 （平成七年）

１
９
９
５
年
４
月

転
居
・
沖
縄

（
平
成
七
年
）
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山本さんのこと １９９６年元旦 （平成八年）

１
９
９
６
年
元
旦

（
平
成
八
年
）
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山本さんのこと １９９６年元旦 （平成八年）

１
９
９
６
年
元
旦

（
平
成
八
年
）
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山本さんのこと １９９７年元旦 （平成九年）

１
９
９
７
年
元
旦

（
平
成
九
年
）
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山本さんのこと １９９８年元旦 （平成十年）

１
９
９
８
年
元
旦

（
平
成
十
年
）
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山本さんのこと １９９８年盛夏 転居・東京勤務 （平成十年）

１
９
９
８
年
盛
夏

転
居
・
東
京
勤
務

（
平
成
十
年
）
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山本さんのこと １９９９年元旦 （平成十一年）

１
９
９
９
年
元
旦

（
平
成
十
一
年
）
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山本さんのこと １９９９年元旦 （平成十一年）

１
９
９
９
年
元
旦

（
平
成
十
一
年
）
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山本さんのこと １９９９年１２月 転勤・大阪 （平成十一年）

１
９
９
９
年
１
２
月

転
勤
・
大
阪

（
平
成
十
一
年
）
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山本さんのこと ２０００年元旦 （平成十二年）

２
０
０
０
年
元
旦

（
平
成
十
二
年
）
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山本さんのこと ２００２年元旦 （平成十四年）

２
０
０
２
年
元
旦

（
平
成
十
四
年
）
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山本さんのこと ２００３年元旦 （平成十五年）

２
０
０
３
年
元
旦

（
平
成
十
五
年
）
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山本さんのこと ２００３年１１月 喪中 （平成十五年）

２
０
０
３
年
１
１
月

喪
中

（
平
成
十
五
年
）
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山本さんのこと ２００５年元旦 （平成十七年）

２
０
０
５
年
元
旦

（
平
成
十
七
年
）



- 125 -

山本さんのこと ２００６年元旦 （平成十八年）

２
０
０
６
年
元
旦

（
平
成
十
八
年
）
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山本さんのこと ２００６年８月 残暑見舞い （平成十八年）

２
０
０
６
年
８
月

残
暑
見
舞
い

（
平
成
十
八
年
）
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山本さんのこと ２００６年１１月 薫・スミ子宛 （平成十八年）

２
０
０
６
年
１
１
月

薫
・
ス
ミ
子
宛

（
平
成
十
八
年
）
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山本さんのこと ２００７年元旦 （平成十九年）

２
０
０
７
年
元
旦

（
平
成
十
九
年
）



- 129 -

山本さんのこと ２００８年元旦 （平成二十年）

２
０
０
８
年
元
旦

（
平
成
二
十
年
）
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山本さんのこと ２００９年元旦 日本総研勤務 （平成二十一年）

２
０
０
９
年
元
旦

日
本
総
研
勤
務

（
平
成
二
十
一
年
）
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山本さんのこと ２０１１年元旦 （平成二十三年）

２
０
１
１
年
元
旦

（
平
成
二
十
三
年
）
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山本さんのこと ２０１２年元旦 （平成二十四年）

２
０
１
２
年
元
旦

（
平
成
二
十
四
年
）
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山本さんのこと ２０１２年１２月 喪中 （平成二十四年）

２
０
１
２
年
１
２
月

喪
中

（
平
成
二
十
四
年
）
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山本さんのこと ２０１４年元旦 （平成二十六年）

２
０
１
４
年
元
旦

（
平
成
二
十
六
年
）
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付録・写真

付
録
・
写
真
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付録・写真 ①２０１４年４月１８日 『もず』にて

①
２
０
１
４
年
４
月
１
８
日

『
も
ず
』
に
て

左から仁藤、上村、木場夫妻、土田、山本夫妻、

土田、小野
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付録・写真 ②２０１４年４月１８日 『もず』入口にて

②
２
０
１
４
年
４
月
１
８
日

『
も
ず
』
入
口
に
て

後列左から木場、山本、仁藤、水田、上村、土田

前列左から山本夫人、木場夫人、小野、『もず』ママ
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付録・写真 ③１９９４年５月１１日

③
１
９
９
４
年
５
月
１
１
日

一列目左から４人目土田、

二列目左から４人目・山本

三列目右端仁藤、６人目小野

最後列右から２人目水田
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付録・写真 ④１９８７年１２月２５日 春駒にて

④
１
９
８
７
年
１
２
月
２
５
日

春
駒
に
て

前列右端山本、３人目仁藤
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付録・写真 ⑤１９８６年琉球銀行・ＩＢＭ合同遠園遊会

⑤
１
９
８
６
年
琉
球
銀
行
・
Ｉ
Ｂ
Ｍ
合
同
遠
園
遊
会

辺戸岬にて 上段右端・上村

恩納村名護浦荘にて 前列左端・仁藤
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付録・写真 ⑥１９９７年１０月１６日琉球銀行那覇会宮古遠征

⑥
１
９
９
７
年
１
０
月
１
６
日
琉
球
銀
行
那
覇
会
宮
古
遠
征

後列左から５人目（中央）・山本

後列右から５人目・山本
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付録・写真 ⑦１９８１年１１月琉球銀行事務開発部運動会

⑦
１
９
８
１
年
１
１
月
琉
球
銀
行
事
務
開
発
部
運
動
会

中央・仁藤、その右隣・木場

入場行進・仁藤さん一家
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